
● Acrobat Reader DC の設定

Acrobat Reader を起動し、[編集] メニューから [環境設定] を開きます。
※ Adobe Acrobat Reader DC バージョン 2019.010.20099 （Windows10 64bit）を
例に説明しています。

●本PDF文書の最後のページに 3D PDF の3次元ビューが含まれています。
3次元ビューのページを開くと以下のメッセージが表示されます。
[オプション] から信頼するを選んでください。
もしくは、以降の設定を行うことで、常に有効に設定できます。

PHOENICS 流体解析結果の 3D PDF 化

１．はじめに



Acrobat Readerが保護モードで実行されているために、
グラフィックス・ボードの機能が利用できない場合があります。
特に GeForce グラフィックス・ボードを利用している場合で、
レンダリング速度が遅い場合、表示が暗い場合には、
この保護モードをオフに設定してみてください。
オフに設定後は、Acrobat Reader の再起動が必要です。
一度 PDF ファイルを閉じ、再度開いてください。

左側の分類で [セキュリティ（拡張）] を選びます。

● Acrobat Reader DC の設定（続き）

左側の分類で [3Dとマルチメディア] を選びます。

[3D コンテンツの再生を有効にする] にチェックします。
3D PDF を開いた際に表示される警告を出さずに
PDF ファイルを開くことができるようになります。



● VTK 出力の設定
PHOENICS の解析結果を 3D PDF 化するには、可視化ソフト PV+ を利用します。
可視化に ParaViewを利用しますので、PHOENICS の OPTONS メニューで、VTK 出力をオンにしてください。

２．PHOENICS 側の設定



● PV+
PV+ は通常の ParaViewに 3D PDF の出力機能が追加された有償ソフトウェアです。
PHOENICS で出力された vtkファイルを読み込み、可視化を行います。
その可視化の状態を 3D PDF ファイルに出力することができます。

３．PV+ による可視化と 3D PDF 出力

PDF出力実行ボタン

PDF出力設定パネル



PHOENICS 流体解析結果の可視化

データ提供：CHAM-Japan
http://www.phoenics.co.jp/

可視化ソフト：PDF3D PV+
VTSソフトウェア（株） http://vts-software.co.jp/
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Text To Be Displayed Instead Of 3D Annotation If PDF Reader Doesn't Support Displaying 3D Annotations
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